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本日、冬休み前集会にて日本漢字能力検定協会で選出された今年

の漢字を話題にして以下の話をしました。

みなさんは、日本漢字能力検定協会が応募で決めている「今年の漢字」というものを知っていますか。

その中で１位に選ばれた漢字は「金」という字です。

みなさんは、「金」という漢字が、なぜ選ばれたのだと思いますか。

ブラジル リオデジャネイロで開かれた、第 31 回夏季オリンピックで、日本人選手が 12 個の「金」

メダルを含む、史上最多のメダルを獲得し人々に感動を与えた一年だったこと。 また、政治資金問題、

築地市場の豊洲移転問題、東京オリンピックの巨額経費問題など、政治と「金」（カネ）に絡む問題が

次々と浮上した年だったこと。そして、イチロー選手のメジャー通算 3,000 本安打達成やレスリング・

伊調馨選手の五輪４連覇などスポーツ界の「金」字塔。マイナス「金」利の初導入。米大統領選を制し

たドナルド・トランプ氏から連想される「金」髪。「金」色の衣装を身に着けたピコ太郎さんの『PPAP』

が SNS を通じて世界的大ヒットを記録したことなどが思い出されたのでしょう。

さて古道小ではどうでしょうか。

私はなんと言っても７月の田村市水泳大会の「金」メダルをはじめとする運動面での「古道小」「古

道スポ少」の活躍、そして、各種の発表会やコンクールでの「金」賞にあたるみなさん一人一人の活躍

が一番印象に残っています。

また、６年生は「キュウリジャム」で「お金」を稼ぐ苦労も体験できました。

そして、何よりみなさん一人一人の心に残る「金」は、古道小学校が最後の年ということで各学年が

チーム古道を合い言葉に、持てる力を出し合い、１年生から６年生までがそれぞれに大きなピラミッド

のように支え合った古道小学校の２０１６年だったことではないでしょうか。

金字塔とは、ピラミッドを表す言葉でもあるのです。

年末年始のお休みには、お家の方と新たな決意を語り合い、休み明け１月１０日には元気な顔をまた

この場で合わせ、新しい２０１７年をしっかりと踏み出ましょう。そして、残り少ない３ヶ月で、更な

る古道小の金字塔を、子どもたち・先生方・保護者や地域の皆様と支え合い、築いていきましょう。

ではみなさん、良いお年を！

12/8 に、６年生が田村市議会を傍

聴しました。

「難しい言葉が多く分からないところもありましたが、こんな感じ

でいろんな事を決めてるんだと知りました。」（管野彩華）

「ニュースになっていることや調べたことなどをたくさんの資料を用いて話

す事が、国語の授業で習った事に似ているなと思いました。」（坪井瀬奈）

「また機会があったら市議会をもう一度見学してみたいです。」（本間蓮玖斗）

初めての議会の雰囲気に緊張しながらも、大変有意義な学びにつながったようです。



今年もたくさんの募金をお寄せ頂きありがとうございました。

子どもたちはこの活動を通して、「助け合い」や「感謝の気持ち」はもちろん、新たな年を迎える時

期にも支援を必要とする人たちがいること。そして、こういった活動が、地域で安心して暮らすことが

できる一助にもなることを理解するよい機会になりました。

全校児童の善意がつまった１８，２２０円は、社会福祉協議会を通じて支援を必要とされる方々へお

届けられる予定です。

12 月 6 日にダンス教室、13 日に体育

専門アドバイザーが来校し、子ども

たちに楽しみながら体を動かす事を

教えて下さいました。

○ JA共済第 45回交通安全ポスターコンクール

佳作 １年 會見一翔 奨励賞 ４年 遠藤愛果

○ JA共済第 60回書写コンクール 奨励賞 ６年 宗像愛望

○第 29回田村ライオンズクラブ国際平和ポスターコンクール クラブ賞 ６年 吉田実里

○第 24回少年・少女書道展（県神社庁主催）金賞 １年 髙橋琴河 ４年 髙橋河和

銅賞 ３年 猪瀬依千歌 ５年 吉田隆人 ○交通安全功労賞 古道小学校

震災後から数多くのご支援を頂いている「岡山操山ライオンズクラブ」会長 岡崎温男様、絆支部理

事 植山拓二様、幹事 北山和憲様、吉原徹様の４名が田村ライオンズクラブの柳沼信太郎会長様、田

中孝敏様、箱崎哲司様とともに 12/15に来校されました。

操山ライオンズクラブの皆様からは激励金を頂戴した上、子どもたちへと

カバヤ食品の玩具（指人形）とお菓子まで頂きました。玩具の方は数に余裕

があったので、子ども園と岩井沢小へも配付しました。

皆様には学校の現状をご説明し、子どもたちの授業の様子を参観して頂き

ました。そして、６年生の「自分の夢」の掲示内容に皆が感心していた

ところ、６年生からサプライズの「お礼の言葉」があり、岡崎会長はじめ皆

さんが感動していました。

１時間程の滞在でしたが、ライオンズクラブの皆様

は子どもたちの明るさや元気さに満足しながら、統合後

の支援まで約束してお帰りになりました。

改めて感謝申し上げます。

体が柔らかい低学年
島田先生とのダンス 小野川先生の体育指導


